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(57)【要約】
【課題】スクリーン印刷時に糸引きや版残りが発生せず、かつ、スクリーン印刷により気
泡が存在せず、表面凹凸が非常に小さい接着剤層を形成することができるスクリーン印刷
性に優れた接着剤を提供する。
【解決手段】エポキシ化合物、エポキシ基と反応する官能基を有し、かつ、重量平均分子
量が１万～５万である固形ポリマー、ＳＰ値が９～１０．５であるエステル系溶剤、及び
、酸無水物硬化剤を含有するスクリーン印刷性に優れた接着剤。
【選択図】　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
エポキシ化合物、エポキシ基と反応する官能基を有し、かつ、重量平均分子量が１万～５
万である固形ポリマー、ＳＰ値が９～１０．５であるエステル系溶剤、及び、酸無水物硬
化剤を含有することを特徴とするスクリーン印刷性に優れた接着剤。
【請求項２】
エステル系溶剤は、エチレングリコールジアセテート又はプロピレングリコールジアセテ
ートであることを特徴とする請求項１記載のスクリーン印刷性に優れた接着剤。
【請求項３】
Ｅ型粘度計を用いて２５℃、０．５ｒｐｍの条件で測定した粘度が０．５～５０Ｐａｓで
あることを特徴とする請求項１記載のスクリーン印刷性に優れた接着剤。
【請求項４】
Ｅ型粘度計を用いて２５℃、１ｒｐｍの条件で測定した粘度（Ａ）と、２５℃、１０ｒｐ
ｍの条件で測定した粘度（Ｂ）との比Ａ／Ｂの値が１～５であることを特徴とする請求項
１記載のスクリーン印刷性に優れた接着剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、スクリーン印刷時に糸引きや版残りが発生せず、かつ、スクリーン印刷により
気泡が存在せず、表面凹凸が非常に小さい接着剤層を形成することができるスクリーン印
刷性に優れた接着剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
接着剤をスクリーン印刷により印刷して微小なパターンを形成し、精密な接着を行う用途
が拡大している。例えば、微小な半導体を複雑なパターンで基板上に接着するためには、
スクリーン印刷法により半導体用接着剤を一括して基板上の所望の接着エリアに塗布する
ことが好適である。
【０００３】
特に半導体用接着剤の分野では、スクリーン印刷により印刷して得た接着剤層の形状を、
正確に制御する必要がある。そのため、接着剤には、スクリーン印刷性や塗布後の形状安
定性が厳しく求められる。
【０００４】
このようなスクリーン印刷性に優れた接着剤として、例えば特許文献１には、エポキシ化
合物、特定のシリコーンジアミンからなるポリイミド樹脂、酸二無水物及び充填剤を含有
するスクリーン印刷用接着剤が記載されている。このような接着剤はスクリーン印刷性に
優れ、スクリーン印刷したときに接着剤のはみ出し等がないとされている。
しかしながら、特許文献１に記載されたスクリーン印刷用接着剤は、スクリーン印刷時に
版離れが悪かったり、塗布量が不安定であったりするという問題があった。
【０００５】
特許文献２には、ポリイミド樹脂、γ―ブチロラクトン、ジエチレングリコールジメチル
エーテル等を含有する接着剤が記載されており、このような接着剤をスクリーン印刷する
ことにより、にじみやダレのない印刷が可能であるという効果が得られる旨記載されてい
る。
しかしながら、特許文献２に記載された接着剤をスクリーン印刷すると、メッシュの交点
に気泡が発生して接着剤層中に気泡が存在してしまったり、接着剤層の厚みが不均一とな
って表面が凹凸となったりするという問題があった。
【特許文献１】特開２００５－０６０４１７号公報
【特許文献２】特開１９９９-１００５１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
本発明は、スクリーン印刷時に糸引きや版残りが発生せず、かつ、スクリーン印刷により
気泡が存在せず、表面凹凸が非常に小さい接着剤層を形成することができるスクリーン印
刷性に優れた接着剤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明は、エポキシ化合物、エポキシ基と反応する官能基を有し、かつ、重量平均分子量
が１万～５万である固形ポリマー、ＳＰ値が９～１０．５であるエステル系溶剤、及び、
酸無水物硬化剤を含有するスクリーン印刷性に優れた接着剤である。
以下に本発明を詳述する。
【０００８】
本発明のスクリーン印刷性に優れた接着剤（以下、単に「本発明の接着剤」ともいう。）
は、エポキシ化合物、固形ポリマー、エステル系溶剤、及び、酸無水物硬化剤を含有する
。
上記エポキシ化合物としては特に限定されず、例えば、ビスフェノールＡ型、ビスフェノ
ールＦ型、ビスフェノールＡＤ型、ビスフェノールＳ型等のビスフェノール型エポキシ樹
脂や、フェノールノボラック型、クレゾールノボラック型等のノボラック型エポキシ樹脂
や、トリスフェノールメタントリグリシジルエーテル等の芳香族エポキシ樹脂や、ナフタ
レン型エポキシ樹脂や、フルオレン型エポキシ樹脂や、ジシクロペンタジエン型エポキシ
樹脂や、これらの水添化物等が挙げられる。なかでも、本発明の接着剤を電子部品用途に
用いる場合には、多環式炭化水素骨格を主鎖に有するエポキシ化合物を含有することが好
ましい。多環式炭化水素骨格を主鎖に有するエポキシ化合物を含有すると、得られる硬化
物は、剛直で分子の運動が阻害されるものとなり、優れた機械的強度や耐熱性を発現する
とともに、吸水性も低くなるため優れた耐湿性を発現する。
【０００９】
上記多環式炭化水素骨格を主鎖に有するエポキシ化合物としては特に限定されないが、例
えば、ジシクロペンタジエンジオキシド、ジシクロペンタジエン骨格を有するフェノール
ノボラックエポキシ化合物等のジシクロペンタジエン骨格を有するエポキシ化合物（以下
、「ジシクロペンタジエン型エポキシ化合物」ともいう。）、１－グリシジルナフタレン
、２－グリシジルナフタレン、１，２－ジグリジジルナフタレン、１，５－ジグリシジル
ナフタレン、１，６－ジグリシジルナフタレン、１，７－ジグリシジルナフタレン、２，
７－ジグリシジルナフタレン、トリグリシジルナフタレン、１，２，５，６－テトラグリ
シジルナフタレン等のナフタレン骨格を有するエポキシ化合物（以下、「ナフタレン型エ
ポキシ化合物」と記す）、テトラヒドロキシフェニルエタン型エポキシ化合物、テトラキ
ス（グリシジルオキシフェニル）エタン、３，４－エポキシ－６－メチルシクロヘキシル
メチル－３，４－エポキシ－６－メチルシクロヘキサンカルボネ－ト等が挙げられる。な
かでも、剛直な骨格を有し、硬化物が優れた耐熱性を発現できることから、ジシクロペン
タジエン型エポキシ化合物が好適に用いられる。これらの多環式炭化水素骨格を主鎖に有
するエポキシ化合物は、単独で用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００１０】
上記多環式炭化水素骨格を主鎖に有するエポキシ化合物の分子量としては特に限定されな
いが、重量平均分子量の好ましい下限は５００、好ましい上限は１０００である。多環式
炭化水素骨格を主鎖に有するエポキシ化合物の分子量が５００未満であると、得られる硬
化物の機械的強度、耐熱性、耐湿性等が充分に向上しないことがあり、１０００を超える
と、落下試験等の機械特性が失われることがある。
上記エポキシ化合物の重量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰ
Ｃ）法により測定できる。
【００１１】
上記固形ポリマーは、エポキシ基と反応する官能基を有するものである。このような固形
ポリマーを含有することにより、本発明の接着剤は、スクリーン印刷により形成した接着
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剤層の層形状の安定性に優れたものとなる。
【００１２】
上記エポキシ基と反応する官能基を有する固形ポリマーとしては特に限定されず、例えば
、アミノ基、ウレタン基、イミド基、水酸基、カルボキシル基、エポキシ基等を有する樹
脂が挙げられる。なかでも、エポキシ基を有する高分子ポリマーが好ましい。エポキシ基
を有する高分子ポリマーを含有すると、該エポキシ基が上記エポキシ化合物と反応して硬
化物の骨格中に組み込まれることから、得られる硬化物は優れた耐熱性を発揮することが
できる。
【００１３】
上記エポキシ基を有する高分子ポリマーとしては、末端及び／又は側鎖（ペンダント位）
にエポキシ基を有する高分子ポリマーであれば特に限定されず、具体的には例えば、エポ
キシ基含有アクリルゴム、エポキシ基含有ブタジエンゴム、ビスフェノール型高分子量エ
ポキシ樹脂、エポキシ基含有フェノキシ樹脂、エポキシ基含有アクリル樹脂、エポキシ基
含有ウレタン樹脂、エポキシ基含有ポリエステル樹脂等が挙げられる。なかでも、エポキ
シ基を多く含む高分子ポリマーを得ることができ、得られる硬化物の機械的強度や耐熱性
がより優れたものとなることから、エポキシ基含有アクリル樹脂が好適である。これらの
エポキシ基を有する高分子ポリマーは、単独で用いられてもよく、２種以上が併用されて
もよい。
【００１４】
上記固形ポリマーは、重量平均分子量の下限が１万、上限が５万である。上記固形ポリマ
ーの重量平均分子量が１万未満であると、スクリーン印刷により形成される接着剤層が形
状安定性に劣るものとなり、５万を超えると、スクリーン印刷時に糸引きが発生しやすく
なりスクリーン印刷性が劣る。上記固形ポリマーの重量平均分子量の好ましい下限は２万
、好ましい上限は４万であり、より好ましい上限は３万である。
上記固形ポリマーの重量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰＣ
）法により測定できる。
【００１５】
上記固形ポリマーの配合量としては特に限定されないが、上記エポキシ樹脂１００重量部
に対して好ましい下限は１０重量部、好ましい上限は５０００重量部である。上記固形ポ
リマーの配合量が１０重量部未満であると、スクリーン印刷により形成された接着剤層が
造膜安定性に劣ることがあり、５０００重量部を超えると、本発明の接着剤の粘度が高く
なりすぎてスクリーン印刷性に劣ることがある。上記固形ポリマーの配合量のより好まし
い下限は２０重量部、より好ましい上限は１０００重量部である。
【００１６】
上記エステル系溶剤は、ＳＰ値の下限が９、上限が１０．５である。ＳＰ値が特定の範囲
のエステル系溶剤を、上記エポキシ化合物、上記エポキシ基と反応可能な基を有する固形
ポリマーと併用することにより、スクリーン印刷時に糸引き等が発生せず、かつ、形成さ
れた接着剤層に気泡が発生することがない。ＳＰ値の好ましい下限は９．５、好ましい上
限は１０である。
なお、本明細書においてＳＰ値とは、溶解性パラメータを意味し、２５℃における溶剤１
ｍｌの分子間結合エネルギー（蒸発潜熱より気体のエネルギーを引いた値）の平方根と定
義されている値である。一般的に、ＳＰ値が近い方が親水性が高く、ＳＰ値が大きくはな
れている程親水性が低い。
【００１７】
この理由については明らかではないが、ＳＰ値が特定の範囲であることにより、エポキシ
樹脂との親和性が高いためではないかと考えられる。
また、このような効果は、エステル系溶剤の場合にのみ認められ、例えば、エーテル系溶
剤やアルコール系溶剤では、たとえＳＰ値が上記範囲であっても、スクリーン印刷時に糸
引き等が発生したり、形成された接着剤層に気泡が発生したりする。これは、これらの溶
剤は、自己会合性が大きいことから、エポキシ化合物や酸無水物等と相溶性が悪いためで
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はないかと考えられる。
【００１８】
ＳＰ値が９～１０．５であるエステル系溶剤としては特に限定されないが、例えば、エチ
レングリコールジアセテート、プロピレングリコールジアセテート等のジアセテート化合
物や、エチレングリコールモノアセテート、ジエチレングリコールモノアセテート、エチ
レングリコールモノメチルエーテルモノアセテート、エチレングリコールモノエチルモノ
アセテート、プロピレングリコールモノアセテート、ジプロピレングリコールモノアセテ
ート、プロピレングリコールモノメチルモノアセテート、プロピレングリコールモノエチ
ルモノアセテート、等のモノアセテート化合物等が挙げられる。なかでも、双極子モーメ
ントが小さくなるため自己会合性が小さく溶解性に優れることから、２以上のエステル骨
格及びグリコール骨格を有するエステル系溶剤が好ましく、具体的には例えば、エチレン
グリコールジアセテート、プロピレングリコールジアセテート、ジエチレングリコールジ
アセテート、ジプロピレングリコールジアセテート等が好適である。なかでも、溶剤を乾
燥させる温度を低くできることから、エチレングリコールジアセテート又はプロピレング
リコールジアセテートがより好適である。これらのＳＰ値が９～１０．５であるエステル
系溶剤は、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００１９】
上記エステル系溶剤の配合量としては特に限定されないが、本発明の接着剤が後述する粘
度となるように配合することが好ましい。
【００２０】
上記酸無水物硬化剤としては特に限定はされず、例えば、ポリアゼライン酸無水物、メチ
ルテトラヒドロ無水フタル酸、テトラヒドロ無水フタル酸、メチルヘキサヒドロ無水フタ
ル酸、ヘキサヒドロ無水フタル酸、５－ノルボルネン－２，３－ジカルボン酸無水物、ノ
ルボルナン－２，３－ジカルボン酸無水物、メチル－５－ノルボルネン－２，３－ジカル
ボン酸無水物、メチル－ノルボルナン－２，３－ジカルボン酸無水物、シクロヘキサン－
１，２，３－トリカルボン酸－１，２無水物、シクロヘキサン－１，２，４－トリカルボ
ン酸－１，２無水物等の脂環式酸無水物類、３－メチルグルタル酸無水物等の分岐してい
てもよい炭素数１～８のアルキル基を有する３－アルキルグルタル酸無水物、２－エチル
－３－プロピルグルタル酸無水物等の分岐していてもよい炭素数１～８のアルキル基を有
する２，３－ジアルキルグルタル酸無水物、２，４－ジエチルグルタル酸無水物、２，４
－ジメチルグルタル酸無水物等の分岐していてもよい炭素数１～８のアルキル基を有する
２，４－ジアルキルグルタル酸無水物等のアルキル置換グルタル酸無水物類、無水フタル
酸、無水トリメリット酸、無水ピロメリット酸等の芳香族酸無水物類、トリアルキルテト
ラヒドロ無水フタル酸、コハク酸無水物等が挙げられる。なかでも、硬化物に柔軟性を付
与して、接着信頼性を向上させることができることから、コハク酸無水物が好適である。
これらの酸無水物硬化剤は、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２１】
上記酸無水物硬化剤の配合量としては特に限定されないが、上記エポキシ化合物（上記固
形ポリマーがエポキシ基を有する場合には、これらの合計）１００重量部に対して、好ま
しい下限が５重量部、好ましい上限が１００重量部である。上記酸無水物硬化剤の配合量
が５重量部未満であると、充分な硬化性が得られないことがあり、１００重量部を超える
と、それ以上の硬化性には寄与せず、ブリードアウトの原因となったりすることがある。
上記酸無水物硬化剤の配合量のより好ましい下限は１０重量部、より好ましい上限は８０
重量部である。
【００２２】
本発明の接着剤は、硬化速度や硬化物の物性等を調整する目的で、硬化促進剤を含有して
もよい。
上記硬化促進剤としては特に限定されず、例えば、イミダゾール系硬化促進剤、３級アミ
ン系硬化促進剤等が挙げられる。なかでも、硬化速度や硬化物の物性等の調整をするため
の反応系の制御をしやすいことから、イミダゾール系硬化促進剤が好適である。これらの
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硬化促進剤は、単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２３】
上記イミダゾール系硬化促進剤としては特に限定されず、例えば、イミダゾールの１位を
シアノエチル基で保護した１－シアノエチル－２－フェニルイミダゾールや、イソシアヌ
ル酸で塩基性を保護したもの（商品名「２ＭＡ－ＯＫ」、四国化成工業社製）等が挙げら
れる。
【００２４】
上記硬化促進剤の配合量としては特に限定はされず、上記エポキシ化合物（上記固形ポリ
マーがエポキシ基を有する場合には、これらの合計）１００重量部に対して、好ましい下
限が１重量部、好ましい上限が２０重量部である。上記硬化促進剤の配合量が１重量部未
満であると、充分な硬化速度の促進効果が得られないことがあり、２０重量部を超えると
、それ以上の硬化速度の促進には寄与せず、ブリードアウトの原因となったりすることが
ある。上記硬化促進剤の配合量のより好ましい下限は２重量部、より好ましい上限は１０
重量部である。
【００２５】
本発明の接着剤は、吸水率を低減したり耐熱性を向上さたりする目的で、無機フィラーを
含有してもよい。
上記無機フィラーとしては特に限定されず、例えば、シリカ、ガラス繊維、アルミナ微粒
子、カーボンブラック等が挙げられる。なかでも、球状シリカが好適である。上記無機フ
ィラーを配合する場合には、接着剤が増粘してしまうのを防止する目的で表面処理された
無機フィラーを選択することが好ましく、また、目的に応じて被着体を傷つけたりするこ
とがないように、０．１～１０μｍ程度の粒径のものを選択することが好ましい。
【００２６】
上記無機フィラーの配合量としては特に限定はされず、無機フィラー以外の成分１００重
量部に対して、好ましい下限が１０重量部、好ましい上限が４００重量部である。上記無
機フィラーの配合量が１０重量部未満であると、吸水率低減等の効果が得られないことが
あり、４００重量部を超えると、スクリーン印刷性を損なうことがある。
【００２７】
本発明の接着剤を、例えば離型処理を施したポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）シー
ト上にスクリーン印刷した場合、得られた接着剤層がシートに密着しない、いわゆるハジ
キが発生することがある。本発明の接着剤は、このようなハジキの発生を防止する目的で
、増粘剤を含有してもよい。
上記増粘剤としては特に限定されず、例えば、シリカ、酸化ポリエチレン、水素添加ひま
し油、エトキシセルロース等が挙げられる。なかでも、シリカが好適である。なお、シリ
カを用いる場合、平均粒子径が０．１～１００ｎｍを用いることが好ましい。シリカの平
均粒子径が０．１ｎｍ未満であると、増粘しすぎてスクリーン印刷性が損なわれることが
あり、１００ｎｍを超えると、接着剤中で沈降してしまうことがある。
【００２８】
本発明の接着剤の粘度としては特に限定されないが、Ｅ型粘度計を用いて２５℃、０．５
ｒｐｍの条件で測定した粘度の好ましい下限が０．５Ｐａｓ、好ましい上限が５０Ｐａｓ
である。本発明の接着剤の粘度が０．５Ｐａｓ未満であると、印刷後に形成された接着剤
層がぬれ広がってしまうことがあり、５０Ｐａｓを超えると、スクリーン印刷時に糸引き
が生じて版離れが悪くなることがある。本発明の接着剤の粘度のより好ましい下限は１Ｐ
ａｓであり、より好ましい上限は４０Ｐａｓである。
【００２９】
本発明の接着剤は、Ｅ型粘度計を用いて２５℃、１ｒｐｍの条件で測定した粘度（Ａ）と
、２５℃、１０ｒｐｍの条件で測定した粘度（Ｂ）との比Ａ／Ｂの値の好ましい下限が１
、好ましい上限が５である。上記Ａ／Ｂの値が１未満であると、スクリーン印刷時に糸引
きが生じることがあり、５を超えると、印刷後に形成された接着剤層のレベリングが悪く
、表面に凹凸が現れることがある。上記Ａ／Ｂの値のより好ましい下限は１．５、より好
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ましい上限は４である。
【００３０】
本発明の接着剤は、例えば、上記エポキシ化合物、固形ポリマー、エステル系溶剤、酸無
水物硬化剤、及び、必要に応じて配合する添加剤等の所定量を、ホモディスパー、万能ミ
キサー、バンバリーミキサー、ニーダー等の従来公知の混合機を用いて混合する方法によ
り製造することができる。
【００３１】
本発明の接着剤は、スクリーン印刷時に糸引きや版残りが発生せず、かつ、スクリーン印
刷により気泡が存在せず、表面凹凸が非常に小さい接着剤層を形成することができる。従
って本発明の接着剤は、例えば、半導体と基板、半導体同士を接着するための電子部品用
接着剤として好適である。
【００３２】
本発明の接着剤は、スクリーン印刷性、及び、得られた接着剤層の形状安定性に優れるこ
とから、ダイボンディングテープの接着剤層としても好適である。即ち、まず、未分割の
半導体ウエハの一面に本発明の接着剤をスクリーン印刷法により塗布する。その後、接着
剤面をダイシングフィルムに対面させて積層する。そして、半導体ウェハをダイシングす
る。また、スクリーンの版側にパターンを形成することで分割後のウェハの一面にスクリ
ーン印刷用接着剤を印刷し、その後、接着剤面をダイシングフィルムに対面させて積層す
るプロセスにも用いることができる。この手法によって得られる半導体ウェハもしくは個
片化されたチップに印刷された接着剤は、基板とチップ間、チップとチップ間、もしくは
チップとガラス間等の接着に用いることができる。本発明の接着剤は、接着剤の糸引きが
なく、気泡のない接着剤層が得られ、更に形成された接着剤層に凹凸が生じにくいことか
ら、半導体ウエハ全面に塗布する工法にも好適に用いることができる。
【発明の効果】
【００３３】
本発明によれば、スクリーン印刷時に糸引きや版残りが発生せず、かつ、スクリーン印刷
により気泡が存在せず、表面凹凸が非常に小さい接着剤層を形成することができるスクリ
ーン印刷性に優れた接着剤を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
以下に実施例を挙げて本発明の態様を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例にの
み限定されるものではない。
【００３５】
（実施例１～５、比較例１～５）
ホモディスパー型攪拌機を用いて、表１及び表２に示した各材料を混合して、接着剤を調
製した。
なお、各材料については、以下のものを用いた。
【００３６】
（エポキシ化合物）
（１）ＨＰ－７２００ＨＨ（ジシクロペンタジエン骨格を有するフェノールノボラックエ
ポキシ化合物、ＤＩＣ社製）
（２）ＥＰＲ－４０２３（エポキシ変性ニトリルゴム、アデカ社製）
【００３７】
（固形ポリマー）
（１）ＣＰ－５０Ｓ（スチレンとＧＭＡとの共重合体、Ｍｗ＝２００００、エポキシ当量
３１０、日油社製）
（２）ＣＰ－５０Ｍ（ＭＭＡとＧＭＡとの共重合体、Ｍｗ＝１００００、エポキシ当量３
１０、日油社製）
（３）ＣＰ－３０（ＭＭＡとＧＭＡとの共重合体、Ｍｗ＝９０００、エポキシ当量５３０
、日油社製）
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（４）Ｇ－１００５Ｓ（スチレンとＧＭＡとの共重合体、Ｍｗ＝１０００００、エポキシ
当量３３００、日油社製）
【００３８】
（溶剤）
（１）エチレングリコールジアセテート（和光純薬工業社製）
（２）プロピレングリコールジアセテート（和光純薬工業社製）
（３）ジエチレングリコールジアセテート（和光純薬工業社製）
（４）エチレングリコールモノエチルエーテル（和光純薬工業社製）
（５）乳酸メチル（和光純薬工業社製）
【００３９】
（酸無水物硬化剤）
ＹＨ－３０９（メチルブテニルテトラヒドロ無水フタル酸、ＪＥＲ社製）
【００４０】
（硬化促進剤）
２ＭＡ－ＯＫ（イミダゾール化合物、四国化成工業社製）
【００４１】
（その他）
ＡＣ－４０３０（コアシェル型ゴム粒子、ガンツ化成社製）
【００４２】
（評価）
実施例１～５及び比較例１～５で得られた接着剤について、以下の基準により評価を行っ
た。結果を表１及び表２に示した。
【００４３】
（スクリーン印刷性の評価）
１００ｍｍ□の開口部を持つＳＴ３２５メッシュを用いて（版サイズ３２０ｍｍ□、乳剤
厚２０μｍ）、ミラーウェハ上に各ワニスをスクリーン印刷した際の、糸引き及び版残り
の有無を目視にて観察し、評価した。なお、スクリーン印刷は、スキージー圧を２５０Ｍ
Ｐａ、スキージー速度を５０ｍｍ／ｓｅｃ、ギャップを１ｍｍの条件にて行った。
【００４４】
（形成された接着剤層の評価）
８０℃、２０分間の条件で溶剤を乾燥させた後、気泡の有無をマイクロスコープ（キーエ
ンス社製、ＶＨＸ　Ｓ－１５）を用いて目視にて観察し、評価した。また、表面粗さを干
渉式顕微鏡（ニコン社製Ｒ３３００Ｈ）を用いて測定した。
【００４５】
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【表１】

【００４６】
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【表２】

【産業上の利用可能性】
【００４７】
本発明によれば、スクリーン印刷時に糸引きや版残りが発生せず、かつ、スクリーン印刷
により気泡が存在せず、表面凹凸が非常に小さい接着剤層を形成することができるスクリ
ーン印刷性に優れた接着剤を提供することができる。
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